
桜と楓（かえで）は今年も元気でした 

 子どもの心に寄り添うことが保育の基本です 

ぶぅちゃんと園内の自然を紹介しています 

竹の根は太く広がり、枝葉を支えています 

 

 

 

 
 
＜今年度もよろしくお願いします＞ 

今年度も園長を務めさせていただく新山（あらやま）です。どう

ぞよろしくお願いします。今年度は、新型コロナウイルスの影

響から、３月から５月末まで臨時休園が続く異例の事態となり

ました。一方で、シンボルツリーの桜や楓（かえで）は３月から

４月にかけて、美しい花や青々とした若葉を私たちに見せてく

れ、心を和ませてくれました。ホームページの小さなコラム「み

ちくさいたずらこどものじかん」でもお知らせしているように、

園庭の自然は、それぞれの命の営みを続けています。 
 

＜常に笑顔で、前向きに＞ 

子どもたちが毎日幼稚園に元気に通って来ることは決して

当たり前ではないと話してきました。そのことを今年は誰もが

実感しています。物事を前向きに受け止める構えが大事だとも

お伝えしてきました。幼稚園における遊びや生活は、人との関

わりが前提のものばかりです。子どもの視線に合わせて気持ち

に寄り添って、触れ合いを大切に…。感染予防の観点からは難

しいことばかりですが、プラス思考で対応していきます。 
 

＜青南を みんなの 心のふるさとに＞ 

自然から教えてもらうことは山のようにあります。4 月には

たけのこがぐんぐん生長しましたが、それを支えているのは、

この直径３～４㎝もある太い根っこです。この根っこがあれば

こそ、勢いよく伸びる竹があるのです。幼児期は、人としての

根っこを育てる時期です。土作りや水やりなどはしますが、育

つ力は子ども自身の内にあるのです。皆さんと一緒に今年でき

ることを考えながら 「青南を みんなの 心のふるさと」 にして

いきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 
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勤務する園の自然や季節の移ろいを「二十四節気」 

に合わせてお知らせし続けて１５年余りになります。

身近な自然の変化に気付く心は、子どもの心のサインに気付く感性を磨

くことにもなると思い、続けている園だよりの巻頭言の中に掲載してい

る小さなコラムです。今年度は、それを膨らませて、「七十二候」に合わ

せて『みちくさいたずらこどものじかん』という小さなコラムも発行し

ています。身近な自然から感じたこと、それにかかわる子どもたちの姿、

子育ての支援になることなどを紹介していきます。 

都会であっても、時々の季節感を身近な自然から感じることはできま

す。自然の営みや移ろいを感じ取るセンサーの感度を上げていきたいも

のです。そして、表参道・南青山の街で出合うことができる自然とのか

かわりや自然からの贈り物をうまく取り入れていくことで、大人も子ど

もも感性を磨き、遊びや生活を豊かにしていきたいと思います。 

 

青南の 
二十四節気 

 


